
   平成２３年度以降の先端研プロジェクトの推進 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○新しい素材を活用する事業化プロ

ジェクトの推進 

研究成果を産業化と市民の健康づくりに活かす 

慶應先端研の研究成果を活用した施策展開 

平成２３年度以降の先端研プロジェクトの推進 

慶應先端研の今後の地域貢献研究 

従来の医療・環境・食品分野における基礎研究、応用研究に

加えて、地域・市民に研究成果を還元するために「健康」を

キーワードにした研究開発を取組む 

メタボローム解析技術を徹底活用 

健康をキーワードに地域貢献研究 

市民の健康長寿に貢献するための研究 

がんを中心とした生活習慣病の早期発見のための 

次世代健康診断の開発研究 

うつ病の早期発見のための診断手法、 

関連機器等の開発研究 

 肝臓病の早期発見のための診断手法の開発と 

実用化研究 

 

がん 

うつ病 

肝臓病 

地域農業の再生に貢献するための研究 

地域農産物の健康機能成分の徹底解析と 

健康への効果研究 
農産物 

[産業化コーディネート機能] 県・市・産振でバイオ産業化コーディネーター、慶應先端研で産学官連携コーディネーターを配置し、連携して事業推進 

地域貢献のための研究 
本格的ステージへ 

医療産業への進出を目指す地域の企業グループ組織の設立 

(鶴岡メディカルビジネスネットの設立) 

地域の製造企業 14社が加盟 3月に幹事会 5月に正式発足 

産業化コーディネート機能による関連企業の立地誘導 

産業立地と地域企業等の事業化推進 

先端研の健康医療研究を活かしたバイオ関連産業創出 

市民の健康づくり推進 

先端研の健康医療研究を活かした健康保健の総合対策 

次世代健康診断を中心とする健康づくり活動を先端研と

地域の医療関係機関(地区医師会、荘内病院、庄内保健所)

などが一体となって推進 

平成 23年度 準備委員会委員会を設立し実施検討 

鶴岡メタボロームコホート準備委員会の設立 

(平成 24年度からの本格的実施) 

具体的成果を地域に 

○先端研究産業支援センターへの 

 企業入居 

○入居を契機とした立地誘導 

○医療産業企業グループの活動の 

 本格化 

○うつ病臨床診断の実用化と検査 

 キットの事業化 

○医療産業化プロジェクトの実施 

地域農産物の高付加価値生産の推進 

先端研の解析技術を活かした地域農産物の高付加価値化 

先端研の農産物解析技術を活用して、機能性やうまさの科

学的裏づけデータを付与することによる高付加価値化、ブ

ランド化を推進 

鶴岡農産物高付加価値化推進委員会を設置し実施検討 

今後 3年間の目標 

○コホート参加を契機とした健康 

 情報の発信・提供 

○がん等生活習慣病の早期発見に

よる疾病死亡率の低減推進 

○鶴岡病院での先端うつ病検査の 

 試験実施による早期発見・治療 

○荘内病院での先端肝炎診断の 

 試験実施 

○農産物の成分・機能性表示システ 

 ム試行 

○表示システムによるブランド化 

 戦略の検討・実施 

農産物の高付加価値化で 
地域農業を元気に 

最先端の健康長寿 
のまちづくり 

裾野の広い新たな 
健康産業の創造 

地域に新しい産業素材を提供するための研究 

クモ糸研究の新素材シルクへの応用研究 

藻類研究から派生する新素材の応用研究 
新素材 

ベンチャー企業等との共同研究の推進 

地域企業の新しい
産業の芽を育てる 

鶴岡市 










